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特集
　避難所
　〜地域の力で、命を守る〜

●マイナンバー制度の
　　　　　　　通知カードが届きます
●【募集】直弼杯将棋大会
●【募集】井伊直弼公ゆかりの地を訪ねる
●ごみ分別講座　資源編
●第49回　彦根城能
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▶
昨
年
の
避
難
所
開
設
運
営
訓
練

避難所〜地域の力で、命を守る〜 特
集

「
彦
根
市
は
災
害
の
少
な
い
町
で
あ
る
」

そ
う
思
わ
れ
る
人
は
、
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

幸
い
に
も
、
彦
根
市
で
は
大
規
模
な
災

害
が
頻
繁
に
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
特
に
、
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し

た
場
合
は
、
長
期
的
な
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

彦
根
市
に
最
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
と

想
定
さ
れ
て
い
る
「
鈴
鹿
西
縁
断
層
帯
地

震
」
が
発
生
し
た
場
合
、
市
内
の
多
く
の

地
域
で
震
度
７
の
揺
れ
が
起
こ
り
、
最
大

２
２
、０
０
０
人
が
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
避
難
所
運

営
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室
☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

１
７
７
７

番

「鈴鹿西縁断層帯地震」が発生した場合の被害想定

全 壊 戸 数 死 者 数 負 傷 者 数 出 火 件 数

7,839 棟 366 人 15,105 人 30 件

（出典：平成 18 年彦根市防災アセスメント調査書）

最 大 避 難 者 数

約22,000人（※）

「
避
難
場
所
」
と

「
避
難
所
」

　

被
災
者
の
生
活
場
所
と
な
る
避
難
所
で

は
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
細
や
か
な

運
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※通勤・通学者や観光客などの帰宅困難者約 7,000 人を含む。

一
時
避
難
場
所
（
47
施
設
）

災
害
時
に
身
を
守
る
た
め
に

一
時
的
に
避
難
す
る
た
め
開

放
す
る
施
設

災
害
発
生

拠
点
避
難
場
所
（
17
小
学
校
）

一
時
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能

に
加
え
、
長
期
的
な
避
難
生
活

が
必
要
と
な
る
場
合
に
「
避
難

所
」
と
し
て
開
設
す
る
施
設

被
害
の
程
度
や
状
況
に

応
じ
て
施
設
を
決
定

避
難
所

地
域
や
住
居
が
安
全
に
な
る
ま
で

避
難
生
活
を
行
う
施
設

3 2015・9・1

　みんなの「いのち」を大切に、震災
関連死（※1）を予防するよう努め、要
配慮者（※2）や女性にも配慮した避難
所運営を行いましょう。
　助け合いの精神のもと、誰もが良好
な生活を送れるよう配慮しましょう。

スムーズな運営に向けて　

彦根市避難所運営マニュアルを作りました

避難所運営の基本方針

　大規模災害時、復旧活動が機能するまでに時間を要し、
行政のみの対応には限界があるため、住民ひとりひとり
が自らを守ることと、地域での支え合いが不可欠です。

住民の自主的な運営

誰もが良好な生活を送れる
避難所づくり

　市の災害対策本部の支援

▶避難所との定期的な連絡
▶食糧・物資の供給
▶保健師などの派遣
　　　　　　　
　避難所には、食糧・飲料水・簡易トイレ・
毛布など生活に必要なものを備蓄してい
ます。

行政は避難所の後方支援

◀
飲
料
水
の
供
給
訓
練

▲簡易トイレの設営訓練

女性に配慮した避難所運営例
▶男女別更衣室や授乳スペースの

確保
▶生理用品などを女性が配布する

※ 1 災害による建物の倒壊や火災など直接的な
被害ではなく、その後の避難生活での体調
悪化や過労・心労など間接的な原因で亡く
なること

※２ 高齢者、障害のある人、乳幼児、妊産婦、
外国人など、配慮や支援が必要な人。

「彦根市避難所運営マニュアル」では、
混乱を避け、できるだけ円滑な運営を
進めるために、避難所における役割分
担やルールなどを定めました。

地震などの大規模災害時、市職員は
市民の生命を守るために応急対策を進
める責務がある一方、職員自身が被災
者となってしまう恐れもあります。

そのため、災害発生後、行政職員だ
けでは避難所を円滑に運営することは
困難であると予想されます。

避難所の運営は、地域住民の自主的
な協力のもと行う必要があることから、
平成 26 年度に策定しました。

同マニュアルの内容は、市のホーム
ページで確認することができます。
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大規模な災害が発生したとき、同時多発的
に被害が発生するため、行政機関だけでは十
分に対応できないことがあります。そのよう
な時に力を発揮するのが、地域の協力体制で
す。東日本大震災や阪神・淡路大震災では、
地域住民が助け合い、さまざまな困難を乗り
越えました。また、復興にも大きな力を発揮
しました。
自主防災組織とは、このように地域の人た

ちが「自分たちのまちと命は、自分たちで守
る」という心構えで、自発的に防災活動を行
う組織のことです。

彦根市の外部講師として防災講
習会に出向くようになって３年が
経ちました。市民の皆さんの防災
に対する関心や意識も高くなった
と肌で感じています。
しかし、依然として「彦根は安

全である」、「災害は起こらない」
という意識を持っている人も多い
ようです。平成２５年９月の台風
１８号では、市内の主要河川がは
んらん危険水位に達し、避難勧告
や避難指示も発令されました。地
域でお話を聞くと、自治会や自主
防災組織によって対応に温度差が
あったようです。
台風はあらかじめ準備ができま

すが、大規模な地震が発生した場合は真に「地域力」が試されます。
「地域力」を高めるには、自主防災組織を結成し、それを育て、地
域を活性化させることが重要です。また、日々の地域行事に防災
要素を取り入れ、少しでも防災を身近に感じてほしいと思います。
自治会での絆があれば、いざという時もスムーズに行動すること
ができます。
　「地域力」は「防災力」です。今後も、防災講習会を通して市民
の皆さんの防災力向上を目指したいと思っています。

地域の防災体制を築くことで、避難所の円
滑な運営をはじめ、自分や家族の身を守るこ
とにもつながります。
彦根市の自主防災組織設置率は約60％と
なっており、県内市町平均からみるとそれほ
ど高い割合とは言えません。
積極的に自主防災組織を設立し、災害に備
えましょう。

自主防災組織（防災会）とは

「地域力」は「防災力」　自主防災組織のススメ

彦根市防災講習会講師
防災士　笠原　恒夫さん

彦根市では、自主防災組織
の活動にさまざまな支援を
行っています。
「消火栓BOXやヘルメット
などを買いたいが、補助金は
交付されるのだろうか」、「防
災会の活動をもっと活性化す
るために、防災講習会を開催
したい」など、皆さんの声
に 危機管理室がお応えしま
す。

あなたの町の自主防災
組織を応援しています

防災のススメ！いろいろ

地域の活性化が重要

5 2015・9・1

特
集 避難所〜地域の力で、命を守る〜

災害時の情報確認手段、確保のススメ

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ ７

彦
根
市
長
　
大
久
保
　

貴

今
年
は
、
早
く
も
７
月
に
台

風
の
接
近
が
あ
り
、
自
主
避
難

場
所
を
開
放
し
ま
し
た
。幸
い
、

彦
根
は
進
路
か
ら
は
ず
れ
、
事

な
き
を
得
ま
し
た
が
、
今
後
本

格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
に
も
、

充
分
な
備
え
を
改
め
て
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
25
年
９
月
の
台
風
18
号

襲
来
時
に
は
、
多
く
の
人
に
避

難
指
示
を
発
令
し
ま
し
た
。
風

雨
の
激
し
い
最
中
に
移
動
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
大
き
な
危

険
が
伴
う
こ
と
に
な
る
と
心
配

し
た
も
の
で
す
。

多
く
の
自
治
会
で
は
、
自
然

災
害
の
危
機
に
直
面
し
た
と

き
、
公
民
館
な
ど
に
役
員
の
人

に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、
対

応
に
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
地
域
で
の
活
動
に
日
頃

か
ら
参
加
す
る
こ
と
は
、
個
人

に
と
っ
て
も
大
変
有
益
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
共
助

が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
第
一
歩
と
考
え
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

近
年
、「
サ
イ
ク
ル
保
存
」
と
い
う
備

蓄
方
法
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
や
缶
詰
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
、
消
費
期
限
の
長

い
食
品
を
備
蓄
し
て
お
き
、
食
べ
て
は
補

充
し
ま
す
。

　

消
費
期
限
の
近
い
も
の
か
ら
食
べ
て
新

し
い
も
の
を
補
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消

費
期
限
を
過
ぎ
て
食
糧
を
無
駄
に
す
る
こ

と
な
く
、
家
庭
で
簡
単
に
備
蓄
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
サ
イ
ク
ル
保
存
」
の
ス
ス
メ

　
　
　
家
庭
で
無
理
な
く

　
　
　
　
　
　
　
簡
単
備
蓄

日付の古いものから使う

新しいものは奥へ収納しましょう

▲登録用QRコード

その他の情報確認手段

　彦根市ホームページ（緊急災害情報）
　http://www.city.hikone.shiga.jp/

　彦根市災害用ツイッター（彦根市防災）
　＠ bousai_hikone

　ラジオ エフエムひこね
　78.2MHz

　テレビ NHK データ放送
　「安心・安全ポータル」

　彦根地方気象台ホームページ
　http://www.jma-net.go.jp/hikone/

　滋賀県土木防災情報システム
　http://shiga-bousai.jp/

　彦根市ではホームページやラジオなどを使って、正確な情報を速やかに提供できるよう努めています。
　災害情報や避難情報の収集はもちろん、日頃の防災対策にも活用してください。

彦根市メール配信システム

【登録方法】
①利用者が登録用メールアドレス

（touroku@hikone-city.jp）に空メー
ルを送信

②メール配信システムが URL 入り
メールを送信

③利用者が登録用ホームページで配信
希望の情報を登録（災害情報を選択し
てください）

④メール配信システムが登録完了
　メールを送信

　あらかじめ登録をしている人に、メールで情報を
配信しています。
　バーコード読み取り機能付き携帯電話では、下の
QR コードからもアクセスできます。
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　　口市
地
域
経
済
振
興
課

地
域
経
済
の
活
性
化
と
居
住
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
に

本
社
が
あ
る
法
人
ま
た
は
、
市
内

に
住
所
が
あ
る
個
人
の
施
工
業
者

を
利
用
し
て
、
住
宅
の
改
修
な
ど

を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
申
請

要
件
の
対
象
者
を
一
部
緩
和
し
ま

し
た
。

対
象
工
事　

次
の
①
〜
③
を
全
て

満
た
し
て
い
る
工
事

①
「
増
築
、改
築
、修
繕
、補
修
等

の
工
事
」「
下
水
道
工
事
」「
外

構
工
事
」「
防
犯
対
策
工
事
」

「
省
エ
ネ
対
策
工
事
」の
い
ず
れ

か
の
工
事
（
新
築
工
事
お
よ
び
新

築
工
事
と
併
せ
て
行
う
工
事
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

②
平
成
27
年
度
中
の
工
事（
４
月
１

日
以
降
に
着
工
し
、
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事
）

※
４
月
１
日
以
降
の
工
事
で
、
す

で
に
完
了
し
て
い
る
工
事
も
対

象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
工

事
着
工
前
の
写
真
が
必
要
で
す
。

③
助
成
対
象
工
事
の
経
費
が
20
万

円
以
上
（
消
費
税
を
含
む
）
の
工
事

※
対
象
に
な
る
工
事
に
つ
い
て
、

本
事
業
と
併
せ
て
、
他
の
補
助

（
国
・
県
や
彦
根
市
）
を
受
け
る
場

合
、
他
の
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
は
、
助
成
対
象
経
費
か
ら

外
し
ま
す
。
ま
た
、
国
の
省
エ

ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
申
請

す
る
工
事
箇
所
は
、
本
事
業
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
本
事
業
の
「
手
引

き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
手
引

き
」
は
、

地
域
経
済
振
興
課

（
市
役
所
３
階
）、
支
所
、
各
出
張

所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

対
象
住
宅　

市
内
の
住
宅
。
た
だ

し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合

住
宅
は
自
己
所
有
部
分
の
み
が
、

店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
は
居
住

部
分
の
み
が
対
象
で
す
。
事
務

所
や
店
舗
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
な

　

ど
は
対
象
外
で
す
。

対
象
者　

次
の
①
②
の
両
方
を
満

た
し
て
い
る
人

①
市
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る
人

で
、
対
象
に
な
る
住
宅
を
自
ら

所
有（
２
親
等
以
内
の
親
族
が
所
有

す
る
場
合
も
含
む
）
し
、
そ
こ
に

自
ら
居
住
し
て
い
る
人

②
市
税
や
彦
根
市
の
各
種
融
資
の

償
還
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
人

▼
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同

一
住
宅
お
よ
び
同
一
人
に
対
し

て
１
回
限
り
で
す
（
平
成
26
年
度

に
同
事
業
の
助
成
を
受
け
た
人
〈
住

宅
〉
は
、申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
）。

▼
対
象
に
な
る
住
宅
お
よ
び
土
地

が
共
有
名
義
で
も
、
複
数
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
個
人
の
施
工
業
者
が
自
ら
の
住

宅
の
改
修
等
を
行
う
場
合
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額　

助
成
対
象
工
事
経
費
の

10
％
で
、最
高
10
万
円
（
千
円
未

満
は
切
り
捨
て
）　

申
込
方
法　

地
域
経
済
振
興
課
、

支
所
、各
出
張
所
に
あ
る「
事
前

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、

地
域
経
済
振
興
課
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
　

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
抽
選
を
行
い

ま
す
。
当
選
者
に
は
、「
助
成

候
補
者
決
定
通
知
書
」
お
よ
び

交
付
申
請
の
方
法
を
明
記
し
た

『
助
成
金
交
付
申
請
の
案
内
』を
、

落
選
者
に
は
『
落
選
通
知
書
』

を
そ
れ
ぞ
れ
11
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

受
付
期
間

　

９
月
１
日
㈫
～
10
月
30
日
㈮

※
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

留
意
事
項　

事
前
申
し
込
み
を
す

る
人
は
、
当
選
に
備
え
、
工
事

前
に
、
本
事
業
の
「
手
引
き
」

を
ご
確
認
の
上
、
必
要
書
類
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
が
不
足
す
る
場
合
は
、
申
請

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

経
済
活
性
化
対
策
住
宅
改
修
等
促
進
事
業　

第
２
回
事
前
申
し
込
み

市
内
業
者
で
施
工
す
る
住
宅
改
修
な
ど

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

●
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10 月 1 日㈭から放置自転車返還
手数料の料金を変更します

撤去した放置自転車などの返還手数料を変更しま
す（撤去日が 9 月以前でも、返還時が 10 月以降ならば新
手数料が適用されます）。

返還手数料（カッコ内は現在の手数料）　

▶自転車　2,570 円（2,500 円）　
▶原付バイク　3,800 円（3,700 円）

返還場所　彦根市放置自転車保管所（小泉町　ひこね
燦ぱれす横）

返還日時　毎週火・金・日曜日　15：00 ～ 19：
00（12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く）

返還に必要な物
▶身分を証明できるもの（運転免許証・学生証・保険証

など）

▶自転車・原付バイクのカギ
問い合わせ先　
   交通対策課☎30-6134、FAX24-5211 

ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

取
扱
加
盟
店
の
募
集

　　口市
地
域
経
済
振
興
課

30
％
お
得
に
お
買
い
物
が
で
き

る
「
第
２
弾
ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
」
の
取
扱
加
盟
店
を
募
集

中
で
す
。

今
年
度
、
す
で
に
加
盟
店
登
録

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
今
回
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。（
登
録
内
容

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
）

募
集
期
限　

９
月
14
日
㈪（
発
売
日

は
10
月
24
日
㈯
）

参
加
資
格　

市
内
で
小
売
業
、
飲

食
業
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

を
営
む
店
舗
で
、
彦
根
市
商
業

振
興
条
例
に
則
し
て
最
寄
り
の

商
店
会
（
商
店
街
組
合
、彦
根
商
店

街
連
盟
な
ど
）、
彦
根
商
工
会
議

所
ま
た
は
稲
枝
商
工
会
に
加
入

　

し
て
い
る
店
舗

申
請
方
法　

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
、
必
要
事
項
を
書
い
て
彦
根

商
店
街
振
興
㈱
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
、
彦
根

商
店
街
振
興
㈱
☎
22-

７
３
０

３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
１
３
４

番
建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
皆
さ
ん
へ

固
定
資
産
税
の
家
屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

□市 

税
務
課

　

住
宅
、
倉
庫
、
事
務
所
、
店
舗

な
ど
、
建
物
を
新
築
・
増
築
す
る

と
、
固
定
資
産
税
（
市
街
化
区
域
内

で
は
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
）
が

新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
固
定
資
産
税
の
税
額
を
計

算
す
る
た
め
に
、

税
務
課
の
職

員
が
建
物
の
調
査
に
伺
い
ま
す
。

建
物
の
外
観
と
と
も
に
、
各
部
屋

を
拝
見
し
ま
す
の
で
、
必
ず
建
築

主
か
、
家
族
の
ど
な
た
か
の
立
ち

会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
時
間
は
、
30
分
か
ら
１
時

間
程
度
で
す
。
調
査
の
際
に
、
建

物
の
平
面
図
・
立
面
図
な
ど
の
図

面
や
、
仕
様
・
設
計
書
、
建
築
確

認
申
請
書
な
ど
を
ご
用
意
い
た
だ

く
と
、
よ
り
短
時
間
で
正
確
な
調

査
が
で
き
ま
す
。

　

留
守
が
ち
な
お
宅
は
、
事
前
に

都
合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
調
査
日
時
を
調
整
し
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
課
税
さ
れ
て

い
る
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
や
、

用
途
を
変
更
し
た
場
合
（
事
務
所
・

店
舗
を
住
宅
に
改
装
、
別
荘
に
居
住
開

始
を
す
る
な
ど
）
は
、
必
ず
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

定
期
清
掃
に
よ
る

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　　　　　　　　　　口市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー　

定
期
清
掃
の
た
め
、

子
ど
も

セ
ン
タ
ー
は
臨
時
休
館（
10
月
21
日

㈬
〜
同
23
日
㈮
）
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番
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わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

  

大
津
地
方
法
務
局　

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
電
話
を
設
置
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日
㈪
～
同
13
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

電
話
番
号
（
全
国
統
一
番
号
）

　

☎
０
５
７
０-
０
０
３-

１
１
０
番

※
こ
の
期
間
以
外
に
も
、
平
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
、
人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
津
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
☎
０
７
７-

５

２
２-

４
６
７
３
番

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

通
知
カ
ー
ド
が
届
き
ま
す

口市
市
民
課

10
月
中
旬
に
、
簡
易
書
留
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
通
知
カ
ー
ド

が
届
き
ま
す
。
住
民
票
の
住
所
に

届
き
ま
す
の
で
、
住
ん
で
い
る
住

所
と
異
な
る
場
合
は
、
通
知
カ
ー

ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
住
ん
で
い
る
住
所
と
、
住
民

票
の
住
所
が
異
な
る
場
合
は
、
住

所
異
動
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。通

知
カ
ー
ド
に
は
、
住
所
・
氏

名
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
転
入
・
転

居
の
届
出
の
時
な
ど
に
は
カ
ー
ド

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を

得
な
い
事
情
（
Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
被
災

者
お
よ
び
、
施
設
入
所
者
な
ど
）
で
、

住
民
票
の
住
所
を
現
在
の
住
所
に

移
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

２
７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢

調
査
〜
自
動
車
の
利
用
実
態

に
関
す
る
調
査
〜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国
土
交
通
省　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、

政
令
指
定
都
市
お
よ
び
高
速
道
路

会
社
と
連
携
し
て
、
９
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
全
国
道
路
・
街
路

交
通
情
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

交
通
情
勢
調
査
は
、
昭
和
３
年

か
ら
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
道
路
と
道
路
交
通

の
実
態
を
把
握
し
、
道
路
の
計
画
、

建
設
、
管
理
な
ど
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

道
路
の
状
況
調
査
や
、
自
動
車
を

保
有
す
る
人
を
対
象
に
し
た
利
用

実
態
を
調
べ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
自
動
車
を
保
有
す
る
人
の
中

か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
家
庭

に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
近

畿
地
方
整
備
局
滋
賀
国
道
事
務

所
調
査
課
☎
０
７
７-

５
２
３-

１
７
４
１
番

22-

５
４
３
３
番　

▼
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て　

コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０-

20-

０
１
７
８

国
民
年
金
保
険
料

「
10
年
の
後
納
制
度
」

９
月
30
日
㈬
ま
で

　

 

彦
根
年
金
事
務
所　

「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、過
去

10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
で
す
（
国
民
年
金
保
険
料

は
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。
こ
の

制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
将
来
に
受

け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、９
月

30
日
㈬
で
終
了
し
ま
す
。
10
月
か

ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
間

に
納
め
忘
れ
た
分
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、「
10
年
の
後

納
制
度
」
よ
り
納
付
期
間
が
短
く
、

保
険
料
の
加
算
額
が
高
く
な
り
ま

す
。な

お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
な
ど
は
、
後
納
制
度

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

制
度
を
利
用
す
る
に
は
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は「
国
民

年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０

５
７
０-

０
１
１-

０
５
０
）」、
ま
た

は
彦
根
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
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水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

口市
上
下
水
道
業
務
課

　

市
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、

計
量
法
に
よ
る
検
定
満
期
を
迎
え
る
も
の
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
取
替
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
替
予
定
月　

11
月
末
ま
で　

※
該
当
す
る
人
に
は
事
前
に
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
取
替
作
業
は
、
彦
根
市
の
責
任
で
行
い
ま
す
。
利

用
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
取
替
作
業
は
「
量
水
器
取
替
業
務
従
事
者
証
」
を

携
帯
し
た
業
者
が
行
い
ま
す
。

そ
の
他

▼
原
則
と
し
て
取
替
作
業
に
立
ち
会
い
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
（
メ
ー
タ
ー
が
屋
内
に
あ
る
場
合
な
ど
を
除
く
）

が
、
敷
地
内
に
業
者
が
立
ち
入
り
ま
す
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
車
を
駐
車
さ
れ
る
と
、

作
業
の
支
障
に
な
り
ま
す
。
円
滑
に
作
業
を
行
う

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
上
下
水
道
料
金
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎
27-

２
８
０
２
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
27-

２
８
０
３
番
、

上
下
水
道
業
務
課
☎
22-

２
７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

9 月は母の誕生日で、この時期になるとブラジ
ルにいる母を思い出します。

ブラジル南東部の田舎に生まれた母は、経済的
にあまり恵まれていない幼少期を過ごしました。
靴や食べ物などがなかった頃があったり、クリス
マスに親からプレゼントをもらう習慣があるブラ
ジルに住んでいても、子どもの頃はプレゼントを
一度ももらったことがなかったりしたそうです。

母は高校を卒業後、結婚して兄と私を授かりま
した。私が生まれた当時、ブラジルが不景気で、
その影響を受けて父は仕事をなくしました。その
間、しばらくは母の稼ぎだけで生活をしていまし
た。しかし、母は仕事の疲れを一切口にせず、宿
題を手伝ってくれたり、一緒に遊んだりしてくれ
ました。ただ、母は私が日本語を勉強することに
はあまり関心がなく、私は悲しい思いをしました。

その後、私が日本へ行くことが決まった時に、母
と話すことがありました。「日本での生活でアドバ
イスをください」と母に聞くと、「ベッドのシーツ
をいつも替えなさい」と言われました。不思議に
聞こえますが、このアドバイスには理由がありま

した。
母はベッドのシーツをいつも綺麗にしたり、替

えたりします。寝ている間に、汗とともにその日
の思い出が出てくるので、特に嫌なことがあった
日には綺麗なシーツの上で眠ると、回復が早いと
考えているそうです。実家に住んでいた時、仕事
やプライベートで気持ちが落ち込んだことを家族
に言うと、母がこっそりベッドのシーツを替えて
くれました。
「見て。ベッドのシーツを替えたからこれでよく

眠れるでしょう。」と母が嬉しそうに何回も言って
いましたが、当時、私は綺麗好きな母の一つの特
徴だろうとしか考えませんでした。

それから日本に来て、自分でベッドのシーツを
替えたときに母の言葉を思い出しました。母への
感謝と、一人暮らしの孤独感などが交わって何回
も涙を流しました。

来日して学んだことは数えきれないほどありま
すが、その中でも、離れていても家族を大切にす
る気持ちを強く持つようになりました。

そして、今では母が言っていたように、いつも綺
麗なシーツを使うことにしています。そうするこ
とで、今日がどんなに大変だとしても、明日は何
とかなる気がします。母から教わったベッドシー
ツの哲学は、「明日は明日の風が吹く」ということ
わざに似ているのではないかと思います。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第15回  母のベッドシーツの哲学
　　　　　　　　　　　　と優しさ

ナターリャ
の部屋
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９
月
14
日
㈪　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

障
害
福
祉
課
（
〒
５
２
２

-

０
０
４
１　

平
田
町
５
９
４　

障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）☎
27-

９
９

８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７

番
、Ｅ
メ
ー
ルshogaifukushi@

m
a.city.hikone.shiga.jp

　
※

障
害
福
祉
課
に
あ
る
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
直
接
窓

口
で
申
し
込
む
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ

は
じ
め
て
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
秋
コ
ー
ス

〈
内
容
〉
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
楽
し
く
、
活
動
的

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。 

〈
日
時
〉（
前
期
）
10
月
５
日
、
同

19
日
、
11
月
２
日
、
同
16
日
、
12

月
７
日
、
同
21
日
（
後
期
）
平
成

28
年
１
月
18
日
、
同
25
日
、
２
月

１
日
、
同
15
日
、
３
月
７
日
、
同

14
日
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
で
、【
午
前

の
部
】
午
前
10
時
〜
正
午
【
午
後
の

部
】
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分
で

開
催
） 　
〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
講
習
室　

〈
対
象
〉 

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。
前
期
・

後
期
を
連
続
し
て
受
講
で
き
る
人　

〈
定
員
〉
午
前
・
午
後
各
10
人
（
先

着
順
）   

〈
費
用
〉 

各
期
５
千
円
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
、
５
０
０
円
が
必
要

で
す
。
テ
キ
ス
ト
は
各
期
共
通
で
す
。）　

〈
申
込
開
始
日
〉
９
月
２
日
㈬
午

前
９
時
〜   

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
楽
し
い

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト

〈
内
容
〉
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
は
、パ

ス
テ
ル
の
粉
を
使
っ
て
指
で
描
く
、

簡
単
で
素
朴
な
技
法
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
る
ア
ー
ト
で
す
。
穏
や

か
で
温
か
み
の
あ
る
ト
ー
ン
に
心

が
癒
さ
れ
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。　

〈
日
時
〉
９
月
12
日
㈯　

午
後
１

時
30
分
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的

室　
〈
対
象
〉
４
歳
〜
小
学
生
（
保

護
者
同
伴
）　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着

順
）　
〈
費
用
〉
３
０
０
円　
〈
申
込

開
始
日
〉
９
月
５
日
㈯
午
前
8
時

30
分　
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具
、手

拭
き
タ
オ
ル　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番　

※
電
話
か
、
直
接

子

ど
も
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

子
育
て
講
座

「
親
子
で
ス
ト
レ
ッ
チ
」

〈
内
容
〉
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
曲
に
合

わ
せ
て
ダ
ン
ス
や
体
操
な
ど
を
し

て
、
親
子
で
体
を
使
っ
た
遊
び
や

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
す
。　

〈
日
時
〉９
月
14
日
㈪　

午
前
10
時

〜
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　

〈
対
象
〉２
〜
４
歳
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　
〈
定
員
〉
25
組
（
先
着

順
）　
〈
費
用
〉
１
家
族
に
つ
き
２

０
０
円　
〈
申
込
期
間
〉９
月
２
日

㈬
〜
同
10
日
㈭
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
５
時　
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用

具
、
飲
み
物
な
ど　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル

〈
日
時
〉10
月
３
日
㈯　

午
前
９
時

〜
午
後
４
時　
〈
場
所
〉庄
堺
公
園

（
開
出
今
町
）
多
目
的
広
場　

※
雨

天
時
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
彦
根
工
場

（
高
宮
町
）
体
育
館　
〈
対
象
〉
市
内

在
住
の
身
体
障
害
の
あ
る
人
、
知

的
障
害
の
あ
る
人
、
精
神
障
害
の

あ
る
人
な
ど　
〈
競
技
種
目
〉60
ｍ

走
、
パ
ン
食
い
レ
ー
ス
な
ど
（
誰

も
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
競
技
内
容

で
す
）　
〈
費
用
〉
無
料
（
昼
食
は
主

催
者
が
用
意
し
ま
す
）〈
申
込
期
限
〉

介
護
職
員
初
任
者
研
修

〈
内
容
〉
高
齢
者
や
障
害
者
（
児
）

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

知
識
、技
術
、心
構
え
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
で
す
。　

〈
日
時
〉
10
月
６
日
㈫
〜
平
成
28

年
１
月
29
日
㈮（
期
間
内
の
24
日
間
）　

〈
場
所
〉
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
（
犬

上
郡
豊
郷
町
八
目
49
）　
〈
対
象
〉
介

護
の
仕
事
を
希
望
も
し
く
は
予
定

し
て
い
て
、
全
て
の
研
修
に
出
席

で
き
る
人　
〈
定
員
〉
19
人
（
先
着

順
）〈
費
用
〉
８
万
円
（
受
講
料
、テ

キ
ス
ト
代
、
消
費
税
込
。
補
講
な
ど
は

別
途
費
用
が
必
要
） 　
〈
申
込
期
限
〉

９
月
25
日
㈮
〈
そ
の
他
〉
市
が
平

成
27
年
度
に
限
り
実
施
す
る
関
係

事
業
の
ほ
か
に
、
国
の
制
度
の
一

定
要
件
を
満
た
せ
ば
、
受
講
料
な

ど
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
社
会
福
祉
法
人
と
よ
さ
と
介

護
職
員
初
任
者
研
修
事
務
局
（
ス

テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
内
）☎
35-

０
０
０

８
番
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で
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。）（
先
着
順
）　

〈
競
技
形
式
〉 

予
選
は
各
ク
ラ
ス

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
（
基
本
４
人
）
を

行
い
、
予
選
通
過
者
に
よ
る
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。（
詳

細
は
当
日
説
明
）　
〈
場
所
〉
彦
根
商

工
会
議
所
（
中
央
町
）
４
階
大
ホ
ー

ル　
〈
費
用
〉高
校
生
以
上　

千
円
、

小
・
中
学
生　

５
０
０
円　
〈
申
込

期
限
〉
９
月
30
日
㈬
（
必
着
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委

員
会
文
化
振
興
室（
〒
５
２
２-

０
０

５
５ 　

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０

８
０
番
※
は
が
き
に
①
住
所
②
氏

名
（
小
・
中
学
生
は
学
校
名
、
学
年
も
）

③
フ
リ
ガ
ナ
④
年
齢
⑤
電
話
番
号

⑥
参
加
ク
ラ
ス
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▲楽焼蓋置　七種

井伊直弼が築き上げた茶の湯の世界の特質を、彼
が著した茶書やゆかりの茶道具などをもとに紹介
します。

講演会①「井伊直弼の茶の湯」
日時　９月 19 日㈯ 14：00 〜 15：30　
講師　熊倉功夫さん（静岡文化芸術大学学長）

会場　彦根城博物館（金亀町）能舞台正面見所
対象　中学生以上　
定員　120 人（応募者多数の場合は抽選）

費用　500 円（展示の観覧には別途観覧料が必要です）

申込方法　往復はがき往信の裏面に①住所②氏名
③電話番号を、復信の宛名面に住所と氏名を書い
て「特別展講演会」係まで申し込んでください（１
人１通）。彦根城博物館ホームページからも申し込
みできます。

申込期限　９月７日㈪（消印有効）

講演会②「井伊直弼ゆかりの茶道具」
日時　10 月３日㈯ 14：00 〜 15：30
講師　奥田晶子（彦根城博物館学芸員）

会場　彦根城博物館（金亀町）講堂
対象　中学生以上　
定員　60 人（先着順）

費用　100 円（資料代。展示の観覧には別途観覧料が必
要です）

その他　申し込みは不要です。当日会場へお越しく
ださい。

問い合わせ先　彦根城博物館学芸史料課（〒522-
0061　金亀町1-1）☎22-6100、FAX22-6520

特別展「一
い ち

期
ご

一
い ち

会
え

の世界　大名茶人　井伊直弼のすべて」
関連講演会

中
小
企
業
人
材
育
成
促
進
事
業

「
職
場
の
基
本
力
」
研
修

〈
内
容
〉中
小
企
業
の
事
業
活
動
を

担
う
人
材
育
成
研
修
で
す
。
職
場

で
の
自
己
管
理
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
目
標
設
定
な
ど
職
場
で
役

立
つ
ス
キ
ル
を
学
び
ま
す
。　
〈
日

時
〉
10
月
７
日
㈬　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分　
〈
場
所
〉ひ

こ
ね
燦
ぱ
れ
す
（
小
泉
町
）
会
議
室　

〈
対
象
〉中
小
企
業
で
働
く
若
手
か

ら
中
堅
ク
ラ
ス
の
人
（
業
種
は
問
い

ま
せ
ん
）　
〈
定
員
〉
25
人
程
度
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
〈
費
用
〉

無
料　
〈
申
込
期
限
〉９
月
24
日
㈭　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀

県
立
高
等
技
術
専
門
校
草
津
校
舎

（
安
田
さ
ん
）
☎
０
７
７-

５
６
４-

３
２
９
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５

６
５-

１
８
６
７
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

yasuda-shigeru@
pref.shiga.

lg.jp

　
※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
①
氏
名
②
連
絡
先
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

直
弼
杯
将
棋
大
会　

〈
日
時
〉
10
月
10
日
㈯　

午
前
10

時
〜
（
同
９
時
30
分
受
付
）　
〈
ク
ラ

ス
・
定
員
〉
年
齢
、
級
・
段
に
応

じ
た
一
般
の
部
４
ク
ラ
ス
、
中
学

生
以
下
の
部
３
ク
ラ
ス
合
計
１
２

０
人
（
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す
。
過

去
の
大
会
で
の
優
勝
者
は
同
一
ク
ラ
ス
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Ｅ
メ
ー
ルhikone-vga@

festa.
ocn.ne.jp

※
①
住
所
②
氏
名
③

年
齢
④
電
話
番
号
⑤
希
望
コ
ー
ス

を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
史
跡
め
ぐ
り

〈
内
容
〉
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
、荒

神
山
古
墳
と
そ
の
周
辺
を
散
策
し

ま
せ
ん
か
。
途
中
に
野
外
炊
事
を

行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉
10
月
25

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
〈
場

所
〉

荒
神
山
自
然
の
家
（
日
夏
町
）
　

〈
対
象
〉
18
歳
以
上　
〈
定
員
〉
20

人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
１
、５
０

０
円
（
昼
食
、
資
料
代
込
み
）　
〈
申

込
期
間
〉
９
月
８
日
㈫
〜
同
18
日

㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の
家
☎
28-
１
８
７

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番　

※
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別

⑤
連
絡
先
を
電
話
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に

は
、
詳
し
い
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

滋
大
祭

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

〈
日
時
〉
11
月
7
日
㈯
・
同
８
日

㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
午

前
９
時
受
付
）　
〈
場
所
〉
滋
賀
大
学

経
済
学
部
（
馬
場
一
丁
目
）（
雨
天
時

は
体
育
館
の
み
） 〈
出
店
料
〉
１
区

画
（
屋
内
外
）
５
０
０
円　

両
日
７

井
伊
直
弼
公

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る

〈
内
容
〉
①
直
弼
公
が
文
化
人
・
政

治
家
と
し
て
の
考
え
を
築
き
上
げ

た
槻

け
や
き

御
殿
や
玄
宮
園
な
ど
を
巡
る

コ
ー
ス
と
、
②
直
弼
公
の
心
を
育

て
た
寺
院
な
ど
を
歩
く
コ
ー
ス
を

い
ず
れ
も
徒
歩
で
巡
り
ま
す
（
①

約
3.5
㎞
②
約
6.5
㎞
）。　
〈
日
時
〉
10

月
18
日
、
11
月
１
日
、
12
月
６
日　

い
ず
れ
も
日
曜
日
で
午
後
１
時
集

合
。
そ
れ
ぞ
れ
希
望
コ
ー
ス
に
分

か
れ
ま
す
。（
午
後
４
時
頃
に
解
散
予

定
。
小
雨
決
行
）。〈
集
合
場
所
〉
Ｊ

Ｒ
彦
根
駅
西
口　
〈
定
員
〉
各
50

人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
３
０
０
円

（
保
険
、資
料
代
込
み
。
当
日
お
支
払
い

く
だ
さ
い
）　
〈
申
込
期
限
〉開
催
日

の
１
週
間
前　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

彦
根
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
協
会
（
俳
遊
館
内
・
火
曜
日
休

館
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
８
４
９
番
、

０
０
円
（
１
ブ
ー
ス
３
メ
ー
ト
ル
×

３
メ
ー
ト
ル
）
※
１
店
舗
に
つ
き
２

区
画
ま
で  

〈
出
店
数
〉
１
１
０
区

画
（
屋
内
60
区
画
、
屋
外
50
区
画
。
先

着
順
で
す
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
受

付
も
行
い
ま
す
）　
〈
申
込
期
限
〉
９

月
30
日
㈬　
〈
そ
の
他
〉　

詳
し
い

内
容
は
、
申
込
時
や
送
付
資
料
な

ど
で
後
日
連
絡
し
ま
す
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
大
祭
実

行
委
員
会
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
担

当（
〒
５
２
２-

８
５
２
２　

馬
場
一
丁

目
１-

１
）
☎
27-

１
１
３
７
番
▼

郵
便
申
込
①
郵
便
番
号
、
住
所
②

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
電
話
番
号
④

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑤
出
店
日
⑥
希

望
会
場
（
屋
内
か
屋
外
）
⑦
区
画
数

（
１
店
舗
２
区
画
ま
で
）⑧
駐
車
場（
１

区
画
１
台
）
の
要
否
⑨
出
店
内
容

⑩
お
お
よ
そ
の
販
売
価
格
を
記
入

し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
（
24

時
間
受
付
）　

第
48
回
滋
大
祭
実

行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

shidaisai-official.jim
do.com

第
29
回
彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉
大
会
当
日(

11
月
8
日
㈰)

、

大
会
運
営
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。　
〈
業
務
内
容
〉
走

路
員
（
交
通
整
理
）　
〈
そ
の
他
〉

ス
タ
ッ
フ
に
は
役
員
帽
子
を
渡
し

ま
す
。
大
会
当
日
、
現
地
で
業
務

説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
集
合
時

間
ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
。
集
合

時
間
、
場
所
な
ど
は
、
後
日
文
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〈
申
込
期

間
〉
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
２
日
㈮　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
シ

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局（
教
育
委

員
会
保
健
体
育
課
内
）☎
24-

７
９
７

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番　

※
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談

資
格
取
得
支
援
講
座

〈
内
容
〉
消
費
者
問
題
、消
費
生
活

関
連
法
や
過
去
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
、
平
成
28
年
度
以
降
の
消
費

生
活
相
談
員
の
資
格
試
験
の
受
験

を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
し
た

講
座
で
す
。　
〈
日
時
〉
10
月
31

日
㈯
〜
平
成
28
年
２
月　

い
ず
れ

も
土
曜
日
で
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
（
全
10
回
）　
〈
場
所
〉

消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
元
町
）
３
階
研
修
室　

〈
定
員
〉
30
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合

は
抽
選
）〈
費
用
〉
無
料 　
〈
申
込

期
限
〉
10
月
２
日
㈮　
〈
そ
の
他
〉

同
講
座
を
修
了
し
て
も
、
公
的
な

資
格
は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

消
費
生
活
相
談
員
と
し
て
就
職
先

を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
公
財
）
関
西
消
費
者
協
会
☎
06-

６
５
３
３-

１
１
７
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
06-

６
５
３
３-

１
１
９
６
番
、

Ｅ
メ
ー
ルstaff@

kanshokyo.jp

　

※
①
住
所
②
氏
名
③
連
絡
先
④
志

望
動
機
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
27
年
度

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者

表
彰

〈
内
容
〉
男
女
が
共
同
し
て
参
画

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者
を
表
彰
し
ま

す
。〈
対
象
〉
市
内
の
事
業
者
（
事

業
活
動
を
行
う
個
人
・
法
人
、
非
営
利

団
体
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
各
種
団

体
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
事
業
者

①
女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡

大
な
ど
、
職
場
づ
く
り
に
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
事
業
者

②
家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事
と

の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
法

を
上
回
る
独
自
の
制
度
が
あ

り
、
そ
の
制
度
を
活
用
し
て
い

る
事
業
者

9月5日㈯
　～30日㈬

自衛官等採用試験
募集種目 応募資格 申込期間

防衛大学校

いずれも平成28
年4月１日現在、
18歳以上21歳
未満の人、高校卒
（見込み含む）

詳しくは自衛隊滋賀地方協力本部ホームページを
ご確認ください。
申込・問い合わせ先　自衛隊滋賀地方協力本部彦
根地域事務所（旭町）　☎・FAX26-0587

防衛医科大学校
（医学科）

防衛医科大学校
（看護学科）

③
そ
の
他
、
男
女
が
共
同
し
て
参

画
す
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
や

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者

〈
申
込
期
間
〉
９
月
１
日
㈫
〜
平
成

28
年
１
月
15
日
㈮
（
必
着
）　
〈
そ
の

他
〉
表
彰
は
平
成
28
年
４
月
頃
で

す
。
選
考
委
員
会
が
審
査
を
行
い

ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１
１
３

番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番　

※

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

滋
賀
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会

（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
滋
賀
２
０
１
５
）

〈
内
容
〉
障
害
を
持
っ
た
人
が
日
頃

培
っ
た
技
能
を
お
互
い
に
競
い
合

う
こ
と
で
、
職
業
能
力
の
向
上
と

雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
競
技

は
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
や
、
パ
ソ
コ

ン
デ
ー
タ
入
力
、
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
、

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
11
月
29
日

㈰　

午
前
９
時
30
分　
〈
場
所
〉
滋

賀
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校（
近

江
八
幡
市
古
川
町
）〈
申
込
期
限
〉
９

月
14
日
㈪　
　
〈
そ
の
他
〉
参
加
資

格
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

（独）

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援

機
構
滋
賀
支
部
高
齢
・
障
害
者
業

務
課
☎
０
７
７-

５
３
７-

１
２
１

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
３
７-

１
２
１
５
番　

※
同
機
構
支
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
申
込
書
を

取
り
寄
せ
て
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
０
１
５

文
化
で
滋
賀
を
元
気
に
！
賞

〈
趣
旨
〉
文
化
の
力
で
、活
力
あ
ふ

れ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
る
団
体
ま
た
は
個
人
に
対
し

て
表
彰
し
ま
す
。　
〈
対
象
〉
県

内
に
在
住
す
る
民
間
団
体（
公
益
法

人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
文
化
団
体
な
ど
）

ま
た
は
個
人　
〈
推
薦
方
法
〉自
薦
、

他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
（
過
去
に
推
薦

さ
れ
、
表
彰
さ
れ
な
か
っ
た
団
体
・
個

人
の
再
推
薦
も
可
能
）。
推
薦
書
は

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
に
あ
り

ま
す
。　
〈
募
集
期
限
〉
10
月
31

日
㈯
（
必
着
）　
〈
そ
の
他
〉
選
考
結

果
は
12
月
下
旬
ま
で
に
通
知
し
ま

す
。〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
文

化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
事
務

局
☎
０
７
７-

５
２
２-

８
３
６
９

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
２-
９

６
４
７
番

再
就
職
・
就
業
支
援

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

〈
内
容
〉①
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
講
習

（
視
覚
障
が
い
者
外
出
支
援
）
②
遺
跡

発
掘
技
能
講
習
③
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
技
能
講
習
④
接
遇
講
習
３
⑤
介

護
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習
２
⑥
警
備

技
能
講
習
⑦
調
理
補
助
ス
タ
ッ
フ

講
習
１　
〈
対
象
〉県
内
在
住
で
55

歳
以
上
の
人
（
③
は
普
通
自
動
車
運

転
免
許
の
あ
る
人
）〈
受
講
料
〉
無
料

（
交
通
費
・
昼
食
代
は
自
己
負
担
）〈
そ

の
他
〉
会
場
、
定
員
、
講
習
期
間
、

申
込
締
切
日
や
面
接
日
時
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
公
益
社
団

法
人
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
５
２
０-

０
０
５
４　

大
津
市
逢
坂
１-
１-

１
） 

☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
７-
９
４
９
０
番　

※
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
①
を
申
し
込
む
場
合
、「
求
職

登
録
番
号
」
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
後
、
受
講
者
選
考

面
接
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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心
の
と
び
ら

〜
未
来
の
自
分
へ
〜

前
田　

美み

　さ
と里 

さ
ん

（
彦
根
総
合
高
校
１
年
）

　

心
の
と
び
ら
は
、
誰
に
で
も
あ

る
と
思
う
。
そ
の
と
び
ら
は
、
た

だ
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
開
か
な

い
。
誰
か
に
開
い
て
も
ら
え
ば
い

い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
自
分

の
意
志
に
よ
っ
て
開
い
た
と
び
ら

が
、
新
し
い
自
分
に
も
、
未
来
の

自
分
に
も
、
き
っ
と
役
立
つ
の
だ

と
思
う
。

私
は
、
あ
る
日
を
境
に
心
を
閉

ざ
し
た
。
自
分
の
中
に
、
そ
し
て

自
分
の
周
り
に
も
壁
を
作
り
、
誰

も
入
っ
て
こ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し

た
。
そ
の
壁
の
中
で
誰
か
の
助
け

を
待
っ
て
い
た
が
、
何
も
変
わ
ら

な
か
っ
た
。
当
然
で
あ
る
。「
助
け

て
」
と
言
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、

そ
も
そ
も
誰
も
入
れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

私
自
身
が
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
。

そ
う
し
て
最
高
学
年
に
な
っ
た

あ
る
日
、
私
は
先
生
に
あ
る
言
葉

を
言
わ
れ
た
。「
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
、こ
の
ま
ま
で
。」
私
は
「
は
っ
」

と
し
た
。「
私
、変
わ
ろ
う
。
こ
こ

か
ら
変
わ
ろ
う
。」と
思
う
こ
と
が

出
来
た
瞬
間
だ
っ
た
。
だ
か
ら
と

言
っ
て
、
そ
の
瞬
間
か
ら
完
全
に

と
び
ら
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
先
生
の
言
葉

に
心
は
動
い
た
も
の
の
、
ど
う
し

て
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
一

歩
も
前
に
進
め
な
い
で
い
る
う
ち

に
、
進
路
を
決
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
時
期
に
な
っ
た
。

私
は
、
養
護
学
校
へ
進
学
す
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
。
何
故
な

ら
、
中
学
２
年
生
ま
で
は
担
任
の

先
生
に
、「
あ
な
た
は
、
養
護
学
校

へ
進
学
す
る
の
が
よ
い
。」と
ず
っ

と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
私
は
、
ひ
そ
か
に
夢

を
持
っ
て
い
た
。
養
護
学
校
へ
行

け
ば
、
そ
の
夢
は
途
絶
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
り
、

進
路
学
習
会
の
時
に
初
め
て
担
任

の
先
生
に
、
そ
の
夢
と
不
安
に
つ

い
て
打
ち
明
け
た
。
先
生
が
あ
る

私
立
高
校
を
教
え
て
く
れ
た
。「
あ

な
た
な
ら
こ
こ
へ
行
け
る
。」と
力

強
く
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
学
校

の
案
内
を
見
た
私
は
、「
こ
こ
に

し
よ
う
。
こ
の
学
校
な
ら
夢
を
叶

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
、

と
て
も
嬉
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
学
校
へ
進
学
し
、
夢
を
叶
え

る
に
は
、
私
自
身
が
私
の
心
の
と

び
ら
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
人
で
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
私
は

多
く
の
人
が
い
る
と
こ
ろ
に
出
て

い
き
、
そ
こ
に
い
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
。
そ
の
た
め
の
練

習
が
必
要
で
あ
っ
た
。

次
の
日
か
ら
私
は
、
と
び
ら

を
少
し
ず
つ
開
き
始
め
、
閉
ざ
さ

れ
た
壁
の
中
に
い
る
こ
と
を
や
め

る
よ
う
に
努
力
し
た
。
人
の
い
る

と
こ
ろ
へ
少
し
ず
つ
で
も
出
て
行

く
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
は
、
私
に

と
っ
て
楽
し
い
日
々
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
ま
で
一
人
で
い
た
私
が

前
を
通
っ
た
だ
け
で
、
友
達
か
ら

は
聞
こ
え
る
よ
う
に
傷
つ
く
言
葉

が
さ
さ
や
か
れ
た
。「
い
じ
め
」

と
思
っ
た
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん

の
我
慢
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
耐

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、

学
校
に
は
励
ま
し
て
く
れ
る
先
生

が
、
家
へ
帰
れ
ば
温
か
く
受
け
入

れ
て
く
れ
る
家
族
が
、
そ
の
他
に

も
た
く
さ
ん
の
人
が
私
の
そ
ば
に

い
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

に
気
づ
い
た
の
は
私
が
心
の
と
び

ら
を
開
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。
今

振
り
返
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
苦
し
い

思
い
を
し
た
が
、「
私
は
ひ
と
り

じ
ゃ
な
い
。
み
ん
な
が
そ
ば
に
い

る
。」
と
思
え
た
日
々
で
あ
っ
た
。

私
は
、
今
の
私
が
大
好
き
だ
。

「
誰
に
嫌
わ
れ
て
も
良
い
。私
は
私

な
の
だ
。」と
心
か
ら
思
え
る
か
ら

で
あ
る
。
も
し
未
来
の
自
分
に
会

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
今
の
私

は
、
未
来
の
私
の
た
め
に
役
立
っ

て
い
ま
す
か
。」
と
聞
い
て
み
た

い
。
未
来
の
私
に
「
何
よ
り
あ
な

た
が
と
び
ら
を
開
い
て
く
れ
て
良

か
っ
た
。今
の
あ
な
た
は
、未
来
の

私
に
と
っ
て
も
役
立
っ
て
い
る
よ
、

あ
り
が
と
う
。」と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
少
し
ず
つ
で
も
歩
ん
で

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
そ
ば

に
い
て
く
れ
る
家
族
や
先
生
、
そ

の
他
の
人
た
ち
を
大
切
に
し
て
い

選
　
　
評

あ
な
た
を
励
ま
し
て
く
れ

る
先
生
の
「
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
」
と
い
う
言
葉
。
そ
の

言
葉
が
、
ひ
と
り
閉
じ
こ
も

り
、
閉
ざ
し
て
い
た
「
心
の

と
び
ら
」
を
開
く
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

あ
な
た
の
前
を
向
い
て
歩

も
う
と
す
る
姿
勢
と
す
ば
ら

し
い
出
会
い
。
そ
し
て
、
あ

な
た
を
温
か
く
受
け
入
れ
て

く
れ
る
家
族
に
よ
っ
て
あ
な

た
の
未
来
が
開
け
た
様
子
が

良
く
分
か
り
ま
し
た
。

「
心
の
と
び
ら
」を
閉
ざ
し

た
ひ
と
に
あ
な
た
の
思
い
が
、

伝
わ
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

く
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
大

変
な
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、
今

の
私
の
た
め
、
未
来
の
私
の
た
め

に
、
日
々
小
さ
な
努
力
を
積
み
上

げ
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
今
こ
の
瞬
間
も
閉
ざ

し
て
い
る
人
に
伝
え
た
い
。「
心

の
と
び
ら
を
自
分
か
ら
開
こ
う
と

思
っ
た
ら
、
ま
わ
り
の
人
の
力
を

借
り
、
少
し
ず
つ
開
け
る
の
が
一

番
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
。

※
掲
載
し
て
い
る
学

年
は
応
募
当
時
の

も
の
で
す
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皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
み

分
別
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

問　

び
ん
類
は
ど
の
よ
う
な
び
ん

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

答　

飲
み
物
や
食
べ
物
が
入
っ
て

い
た
び
ん
が
対
象
で
す
。
化
粧

品
や
薬
な
ど
の
び
ん
は
「
埋
立

ご
み
」
に
な
り
ま
す
。
コ
ッ
プ

や
灰
皿
な
ど
の
食
器
類
や
耐
熱

ガ
ラ
ス
な
ど
も
「
埋
立
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
ビ
ー
ル
び
ん
や
一
升
び

ん
な
ど
は
「
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び

ん
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
繰
り

返
し
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
び
ん
は
販
売
店
な
ど

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

缶
・
金
属
類
は
ど
の
よ
う
な

物
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？

答　

飲
み
物
や
食
べ
物
の
缶
、
ス

プ
レ
ー
缶
、
金
属
な
べ
・
金
属

製
品
が
対
象
で
す
。
中
身
は
残

さ
ず
軽
く

洗
っ
て
出

し
て
く
だ

さ
い
。
塗

料
な
ど
が

固
ま
っ
て
残
っ
た
缶
は
「
埋
立

ご
み
」で
す
。ス
プ
レ
ー
缶
に
つ

い
て
は
、
収
集
車
両
の
火
災
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
中
身

を
完
全
に
使
い
切
り
穴
を
開
け

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
斗
缶

以
上
の
大
き
さ
の
も
の
は
「
粗

大
ご
み
」
に
な
り
ま
す
。

問　

使
用
済
乾
電
池
は
埋
立
ご
み

と
し
て
捨
て
て
い
い
で
す
か
？

答　

使
用
済

乾
電
池
も

大
切
な
資

源
と
し
て

リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
ま
す
。「
埋
立
ご
み
」

の
収
集
日
と
同
じ
日
に
「
埋
立

ご
み
」
指
定
専
用
袋
と
は
別
の

透
明
な
袋
に
入
れ
て
集
積
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

回
収
の
対
象
は
マ
ン
ガ
ン
電

池
、
ア
ル
カ
リ
電
池
で
す
。
充

電
式
電
池
は
家
電
量
販
店
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

ご
み
分
別
講
座　

資
源
編

知
ら
な
い
サ
イ
ト
か
ら
い
き
な
り

「
支
払
い
請
求
」
の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て

く
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

利
用
し
て
い
な
い
サ
イ
ト
へ
料
金
を

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な

業
者
は
、
法
律
用
語
や
不
安
な
気
持
ち

に
さ
せ
る
長
い
文
章
を
メ
ー
ル
で
送
っ

て
き
ま
す
が
、
お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う

と
す
る
詐
欺
の
手
口
の
ひ
と
つ
で
す
。

業
者
に
メ
ー
ル
や
電
話
を
す
る
と
、
だ

ま
し
や
す
い
相
手
だ
と
思
わ
れ
、
請
求

が
続
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
心
配

な
時
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
あ
わ
て

て
相
手
に
連
絡
を
し
た
り
せ
ず
、
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番
（
平
日
午
前
９
時
〜
正

午
、午
後
１
時

〜
同
４
時
15

分
）

知
ら
な
い
相
手
か
ら
「
最
終
通
告
」
と
表
示
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
メ
ー

ル
に
は
「
連
絡
を
し
て
も
返
答
が
無
い
現
状
が
続
い
て
い
る
の
で
、
サ
イ
ト
運
営

会
社
か
ら
依
頼
を
う
け
て
連
絡
を
し
た
」
と
あ
っ
た
。

詳
し
い
内
容
は
次
の
と
お
り
。

「
現
在
の
状
況
は
、
有
料
サ
イ
ト
登
録
後
、
正
常
な
退
会
処
理
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

料
金
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
調
査
（
訴
状
を
送
付
す
る
た
め
の

住
所
の
調
査
、
給
与
差
押
さ
え
手
続
き
の
た
め
勤
務
先
の
調
査
な
ど
）
に
移
行
す
る
こ
と
に

な
り
、
訴
訟
の
た
め
の
弁
護
士
費
用
、
調
査
費
用
、
延
滞
損
害
金
な
ど
が
加
算
さ

れ
て
請
求
手
続
き
が
執
行
さ
れ
る
。
当
方
は
、
双
方
に
と
っ
て
よ
り
良
い
解
決
に

向
か
う
た
め
の
相
談
に
乗
る
準
備
は
出
来
て
い
る
。
ま
た
、
登
録
し
た
記
憶
が
な

い
、
何
と
な
く
何
か
に
登
録
し
た
覚
え
は
あ
る
が
、
延
滞
料
金
を
支
払
う
前
に
退

会
処
理
だ
け
を
先
に
行
い
た
い
場
合
の
相
談
も
受
付
け
る
。
早
期
解
決
の
た
め
に
、

本
日
中
に
至
急
連
絡
を
す
る
よ
う
に
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

第8
0回

知
ら
な
い
支
払
い
請
求
は
詐
欺
の
手
口
で
す

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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第
64
回
彦
根
市
美
術
展
覧
会

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

〜
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
〜

会
期　

９
月
13
日
㈰
〜
同
20
日
㈰　

※
14
日

㈪
は
休
館

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）

入
場
料　

無
料

展
示
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、 

美
術
工

芸
、
書
、
写
真

　

市
展
で
は
、
彦
根
市
と
近
隣
市
町
の
皆
さ

ん
か
ら
公
募
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
審
査
を

経
た
力
作
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
美
術

と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
〜
」
と
称
し
、期
間
中
に
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
、
美
術
と
音
楽

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト　

日
時　

９
月
13
日
㈰　
　

午
後
２
時
〜

出
演　

東
中
学
校
、
西
中
学
校
、
彦
根
東
高

等
学
校
の
吹
奏
楽
部

▼
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
＆

　

表
彰
式
・
作
品
講
評
会　

日
時　

９
月
19
日
㈯　

午
前
９
時
10
分
〜

出
演　

コ
ー
ラ
ス
「
る
ん
・
る
ん
」

▼
会
場
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

９
月
20
日
㈰　

午
後
２
時
〜

出
演　

京
都
當と

う

道ど
う　

琴き
ん

尚し
ょ
う

会か
い（

彦
根
箏
曲
連
盟
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興

室
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０

８
０
番

主催 ： 彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
開国記念館特別展示「NAOSUKE・直弼・なおすけ　－近現代の中の井伊直弼－」
第 2 9 回 み ず え の 会 　 水 彩 画 展
滋賀県立大学能楽部 　 第二十回「淡海能」
みずほ文化センター　和楽器演奏集団　独楽(こま) 演奏会
第58回彦根写真連盟展と裏千家流山田社中呈茶席

～平成29年7月31日㈪
9月11日㈮～13日㈰

9月13日㈰
9月19日㈯

9月23日（水・祝）～27日㈰

8：30～17：00（入館は16：30まで）
9：30～16：30（13日は16：00まで）
11：00（開場10：30）
15：00（開場14：30）

10：00～17：00（24日は休館。27日は16：00まで）

開 国 記 念 館
市 民会館・ギャラリー
彦根城博物館・能舞台
みずほ文化センター・多目的ホール
ひこね市文化プラザメッセホール

無料
無料
無料
有料
無料

【9月の行事】

秋の
　文化祭
秋の
　文化祭

　

井
伊
直
弼
公
生
誕
２
０
０
年
祭
関
連
事
業
　

第
49
回　

彦
根
城
能

日
時　

９
月
22
日
（
火
・
休
）　

午
後
３
時
30
分
～

場
所　

彦
根
城
博
物
館
能
舞
台

演
目
・
出
演

▼
喜
多
流  

素す

謡う
た
い　
「
筑つ

く

摩ま

江え

」　

　

高た
か

林ば
や
し　

白こ

う

じ

牛
口
二　

ほ
か

▼
大
蔵
流  

狂
言
「
鬼お

に

ヶが

宿や
ど

」

　

茂し
げ

山や
ま　

千せ
ん

五ご

郎ろ
う　

ほ
か

▼
喜
多
流　

能
「
竹ち

く

生ぶ

島し
ま

」

女
体　

　

粟あ
わ

谷や　

能よ
し

夫お　

ほ
か

入
場
料
（
全
席
指
定
。
未
就
学

児
入
場
不
可
）

　

Ａ
席
５
、
５
０
０
円

　

Ｂ
席
５
、
０
０
０
円

販
売
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

彦
根
城
博
物
館
☎
22-

６

１
０
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６

５
２
０
番

※
入
場
券
は
、
彦
根
城
博
物

館
受
付
と
電
話
で
購
入
で

き
ま
す
。

※
彦
根
城
博
物
館
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
近
隣
の
有
料

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
人
は
、
博
物
館
展
示
を
無
料
で
観
覧

で
き
ま
す
（
当
日
の
み
）。

※
開
演
時
間
、
演
目
、
出
演
者
な
ど
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入場券発売中
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催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

保育所・認定こども園
就職フェア2015

9月13日㈰
13：00～16：00

県内保育所の保育内容や採用情報、働く保育士の声などを
直接聞くことができます。
対象：学生、一般求職者
一般社団法人滋賀県保育協議会
☎077-516-9090、FAX077-521-2117

ビ バ シ テ ィ 彦 根
2階ビバシティホール
（ 竹 ヶ 鼻 町 ）

タ カ の わ た り
9月23日（水・祝）
9：00～12：00
（集合8：50）

秋に南国へ帰る渡り鳥や、周辺の植物を、佐和山山頂で観
察します。※台風など天候により中止する場合があります。
持ち物：水筒、双眼鏡など　費用：100円　定員：30人
申込期限：9月11日㈮
快適環境づくりをすすめる会事務局（　生活環境課内）☎
30-6116、FAX27-0395

集 合 場 所 ：
東 山 観 光 駐 車 場
（ 古 沢 町 ）

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

9月8日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
2階医療福祉推進ルーム
（市立病院敷地内）

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870
若年認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

街 中 サ ロ ン 9月9日㈬、同26日㈯
10：00～15：00

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

9月15日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

ひ こ ね で 朝 市 9月20日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

第1回湖東・湖北地域
障害者就職面接会

9月14日㈪
13：00～15：30

彦根・長浜・東近江市の各公共職業安定所が中心となって
障害者の人を対象にした就職面接会です。持ち物など、詳
細は下記に連絡ください。
ハローワーク彦根☎22-2500、FAX26-5186

ひこねエコマーケット
「 夢 畑 」

9月13日㈰
10：00～14：00

「リユース・リサイクル品」の中から、欲しいもの、掘り出
し物を見つけてください。※雨天中止
　生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

大 手 前 公 園
（ 金 亀 町 ）

陵水フィルハーモニー
管 弦 楽 団
第 7 回 演 奏 会

9月6日㈰
14：00～

（開場13：00）

内容：ベートーベン  歌劇「フィデリオ」序曲、シューベルト  交
響曲第7番「未完成」、シベリウス  交響曲第1番　指揮：藏野 
雅彦　全席自由。
品山さん☎090-1717-5084、Eメールmshina61@yahoo.co.jp

ひこね市文化プラザ
グ ラ ン ド ホ ー ル
（ 野 瀬 町 ）

元気21歩こう会 9月21日（月・祝）
9：00～10：30

集 合 場 所 ：
旭 森 地 区 公 民 館
（ 正 法 寺 町 ）

金毘羅さんの三本杉をめざして歩きましょう。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

9月12日㈯
10：00～11：30

室内遊園地で思いっきり体を動かして遊びましょう。
対象：乳幼児とその保護者
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

 男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
軽 運 動 室
（ 平 田 町 ）

1.5kmのコースを24時間周回します。当日、自由に参加できます。
彦根亀の子ランナーズ（山添さん）☎090-8752-9865

24時間リレーマラソン・
ウォーキング 大 会

9月12日㈯12：00
～同13日㈰12：00

大手前公園保存用地周辺
（ 金 亀 町 ）

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
　 ☎22-0649
 FAX26-0300

絵本を楽しむつどい 9月12日㈯
14：00～

テーマに沿って本を紹介します。
ひこね児童図書研究グループ

9月19日㈯
14：00～

む か し ば な し を
聞 く つ ど い

昔話などを「語り」でします。　　　　　
彦根おはなしを語る会

9月16日㈬
11：00～

おひざでだっこの
お は な し 会

絵本の読み聞かせ、わらべうた、手遊び　　　　　
彦根の図書館を考える会

和楽器演奏集団独楽
～ 遠 き 彼 方 へ ～

9月19日㈯
15：00～

（開場14：30）

みずほ文化センター
ホ ー ル
（ 田 原 町 ）

和太鼓のほかに津軽三味線や尺八など、力強くにぎやかに演
奏します。
費用：前売1,000円　当日1,200円（全席自由）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、ひこね
市文化プラザほか

みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

ビ バ シ テ ィ 彦 根
2階ビバシティホール
（ 竹 ヶ 鼻 町 ）

こ　ま
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遠
城
謙
道
（
１
８
２
３
～
１
９
０
１
）
は
、

幕
末
の
彦
根
藩
鉄て

っ

砲ぽ
う

足あ
し

軽が
る

出
身
の
禅
僧
で

す
。
安
政
７
年
（
１
８
６
０
）、
藩
主
で
大

老
を
つ
と
め
て
い
た
井
伊
直
弼
が
暗
殺
さ

れ
ま
し
た
が
、
後
に
反
直
弼
派
が
政
権
を

握
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
直
弼
お
よ
び
彦
根

藩
に
対
す
る
幕
府
の
対
応
は
厳
し
さ
を
極

め
ま
し
た
。
そ
れ
に
憤
っ
た
謙
道
は
、
仲

間
と
と
も
に
嘆
願
書
を
携
え
て
幕
府
の
老

中
邸
に
赴
き
、
そ
こ
で
直
訴
し
て
自
害
し

よ
う
と
試
み
ま
し
た
が
叶
わ
ず
、
彦
根
に

送
還
さ
れ
て
謹
慎
処
分
を
受
け
ま
し
た
。

没
後
の
直
弼
に
対
す
る
世
評
は
、
徐
々

に
厳
し
い
も
の
も
現
れ
、「
姦か

ん

賊ぞ
く

」
と
称
す

る
者
ま
で
出
る
始
末
で
し
た
。
こ
れ
に
対

し
謙
道
は
、
旧
恩
に
応
え
る
た
め
に
直
弼

の
墓
を
掃
き
清
め
る
こ
と
に
残
り
の
生
涯

を
捧
げ
よ
う
と
決
意
し
、
慶
応
元
年
（
１

８
６
５
）
に
一
人
出
家
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
直
弼
の
眠
る
世
田
谷
の
豪ご

う

徳と
く

寺じ

に
入

り
、
没
す
る
ま
で
の
37
年
も
の
間
、
墓
守

を
続
け
た
の
で
す
。

藩
は
、謙
道
の
純
情
に
報
い
る
べ
く
、明

治
元
年
（
１
８
６
８
）
わ
ず
か
10
歳
と
い
う

長
男
に
特
別
に
家
を
継
が
せ
、
翌
２
年
に

は
謙
道
自
身
に
扶ふ

持ち

（
給
与
）
を
与
え
、さ

ら
に
は
直
弼
遺
愛
の
茶
室
を
謙
道
に
与
え

ま
し
た
。
謙
道
は
こ
の
茶
室
を
直
弼
の
墓

近
く
に
移
築
し
て
庵
と
し
ま
す
。
謙
道
の

没
後
、
そ
の
亡な

き

骸が
ら

は
、
井
伊
家
の
計
ら
い

で
直
弼
の
墓
の
す
ぐ
側
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
が
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
謙
道

の
生
涯
で
す
。

と
こ
ろ
で
、出
家
後
の
謙
道
は
、達
観
し

て
世
捨
て
人
と
な
り
、
墓
守
と
し
て
の
み

生
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
「
否
」

で
す
。

例
え
ば
、
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）、
戊

辰
戦
争
で
彦
根
藩
が
官
軍
と
し
て
進
軍
す

る
途み

ち

、
幕
府
の
た
め
に
止
め
る
よ
う
、
謙

道
は
身
を
挺て

い

し
て
訴
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
彦
根
藩
が
各
所
で
転
戦
し
、
日

光
に
駐
屯
し
て
い
る
時
、
兵
士
達
を
慰
問

し
、
戦
死
者
を
哀
悼
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

通
常
の
ル
ー
ト
で
は
、
ス
パ
イ
の
疑
い
が

か
か
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
目
を

避
け
て
険
し
い
道
を
通
る
な
ど
、
そ
の
道

の
り
は
困
難
を
極
め
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
の
こ
と

で
す
。
内
務
卿
の
大
久
保
利
通
が
暗
殺
さ

れ
ま
し
た
が
（
紀き

尾お

井い

坂ざ
か

の
変
）、間
も
な
く

官
位
の
追
贈
が
あ
り
、
大
久
保
は
従
一
位

と
な
り
ま
し
た
。
謙
道
は
、
そ
の
手
厚
く

丁
重
な
処
遇
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
同

じ
く
国
の
た
め
に
身
を
捧
げ
た
直
弼
の
冤

罪
は
晴
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
追
賞
さ
れ
る

べ
き
だ
と
の
内
容
の
建
白
書
を
草
し
て
関

係
諸
機
関
に
訴
え
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く

顧
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
志
を
果
た
せ

な
か
っ
た
謙
道
は
ほ
と
ん
ど
狂
っ
た
よ
う

で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

謙
道
は
、
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
信
じ

る
正
義
を
貫
く
た
め
に
、
度
々
大
胆
な
行

動
に
出
て
い
ま
す
。
そ
の
正
義
は
直
接
的

に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
空
虚
感
を
味
わ

う
こ
と
の
連
続
で
は
あ
り
ま
し
た
が
。

謙
道
の
墓
守
は
徹
底
し
て
い
て
、
雨
雪

寒
暑
を
問
わ
ず
、香
と
灯
明
を
怠
ら
ず
、草

の
１
本
塵
の
１
つ
も
止
め
な
い
よ
う
に
掃

除
を
し
ま
し
た
。
晴
れ
た
日
に
は
墓
参
者

が
多
く
、
そ
れ
を
も
て
な
す
人
が
必
要
だ

か
ら
と
、
遠
出
を
す
る
際
に
は
必
ず
悪
天

候
の
日
を
選
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
直
弼
の
墓
を
見
て
い
る
者
が

あ
れ
ば
喜
ん
で
自
ら
の
庵
に
招
き
入
れ
、

茶
菓
を
出
し
て
、
１
人
で
も
直
弼
の
知
己

が
多
く
な
る
よ
う
に
昔
語
り
を
し
た
と
い

い
ま
す
。

謙
道
の
葬
儀
に
は
、
そ
の
人
柄
を
慕
う

人
々
が
駆
け
つ
け
、
参
会
者
は
３
千
人
に

及
ん
だ
と
い
い
ま
す
。謙
道
の
正
義
は
、公

的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
多
く
の
人
々
の
共
感
を
得
て
い
た
こ

と
の
確
固
た
る
証
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

　
　
　
　
遠お

ん

　じ
ょ
う

城 

謙け
ん

　ど
う道

　
　
―
忠
義
を
貫
い
た
生
涯
―

写
真
の
作
品
は
、
企
画
展
「
忠
義
の

人 

遠
城
謙
道
―
主
君
直
弼
へ
の
思

い
と
禅
画
―
」
で
、
９
月
15
日
㈫
ま

で
展
示
し
て
い
ま
す
。

▲遠城謙道の肖像写真（個人蔵）
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9月の休館日　7日㈪、14日㈪、24日㈭、28日㈪

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

発
売
中
の
公
演
情
報

自由

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者はひこね市文
化プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。証明
できるものをご本人が提示してください。

自由

指定

10月25日㈰ 14：00  みずほ文化センター
津軽三味線　柴田三兄妹コンサート in　みずほ文化センター

【発売中】一般　2,200円　ペア券（２枚１セット）　3,600円
友の会　1,800円　高齢者・障害者・学生　2,000円

※未就学児入場不可

特
　
別
　
展

▲曲物黒漆塗栗山桶水指

ギャラリートーク 　
9月26日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1～2

ほ
会

ほ
会

んんものの
”

“

いの出のと
常
　
設
　
展
　
示
　
の
　
名
　
品

9月 12日㈯17:00　グランドホール
平原綾香 CONCERT TOUR 2015～Prayer～

【発売中】
一　般6,800 円  友の会6,120 円　
高齢者・障害者・学生6,500 円　　　　※未就学児入場不可

指定

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

シリーズ　直弼のこころ　
9月18日㈮～10月20日㈫まで　　
「一期一会の世界　大名茶人　井伊直弼のすべて」
直弼の自作の茶書や茶道具を一挙公

開し、彼が敬愛した千利休と片桐石州
ゆかりの名品を併せて紹介します。茶
の湯の本質を探求し続けて独自の世界
を築き上げた茶人直弼の全貌を初めて
明らかにします。

観覧料が必要
鷹は、その勇猛精悍な性格が武家社会の気風に合致し、

数多くの作品に登場します。ここでは、鷹が鶴を捕らえたそ
の瞬間、緊迫した一瞬を表現しています。桃山時代の作。

9月 22日（火・休）14:00　エコーホール
彦根ゆかりのアーティストシリーズⅡ
ワンコインコンサート シベリウス生誕150周年
　　　　出演：髙岸卓人（ヴァイオリン）、水野彰子（ピアノ）

11月 7日（土）17：30　グランドホール
劇団四季「クレイジー・フォー・ユー」

【発売中】
一　般　SS席8,000円　S席6,000円　A席5,000円
友の会　SS席7,200円　S席5,400円　A席4,500円　
高齢者・障害者・学生　SS席7,700円　S席5,700円　A席4,700円

※未就学児入場不可

指定

企
　
画
　
展

井伊直弼が倒れた桜田事変。彦根藩足軽の遠城謙道は、幕府の
対応に憤り、抗議するも叶わず、出家して 37 年にわたって直弼
の墓を守り続けました。本展では、彼の生涯と数多く描いた画賛
を紹介します。

常設展示「“ほんも
の”との出会い」では、
譜代大名筆頭・井伊家
に伝来した名宝を中心
に80点あまりを展示し
ています。

9月16日㈬～11月23日（月・祝）まで 

鷙鳥図
し　ちょう　ず

チ
ケ
ッ
ト
発
売
情
報

【発売中】
一　般　500円　友の会400円　高齢者・障害者・学生450円

11月3日（火・祝）13：00  グランドホール2階ロビー
文化プラザロビーコンサート「ミュージックギャラリー」
出演：ひこね第九オーケストラのメンバーによるピアノトリオ「ケイ＆エルフ」

【入場整理券配布中】無料 　※入場整理券要自由

11月21日㈯ 18：00  グランドホール
ウルフルズツアー2015　
ボンツビカイカン

【9月26日㈯発売】
一　般　7,000 円　友の会は発売中。　　※３歳以下入場不可

指定

11月23日（月・祝） 14：00  エコーホール
第3回彦根亭落語会　月亭八方・桂南光上方落語会

【発売中】
一般　3,500円　ペア券（２枚１セット）　6,000円　友の会　3,000円  体験教室
セット券3,600円　高齢者・障害者・学生 　3,300円　　※未就学児入場不可　

★同日11：00～落語体験教室開催決定！一般500円　友の会450円

指定

12月5日㈯ 昼の部13：30　夜の部17：30  グランドホール
30周年記念　島津亜矢コンサート2015　
ありがとう～30年の想いを込めて～

【発売中】一　般　S席6,500 円　A席　5,000円　
　　　  　友の会　S席6,000円　A席　4,500円　
  高齢者・障害者・学生 　S席6,200 円　A席4,700 円　※未就学児入場不可

指定

シリーズ　直弼のこころ　
9月15日㈫まで　
「忠義の人　遠城謙道 ―主君直弼への思いと禅画―」

おん　じょう けん　どう

12月20日㈰ 14：00  グランドホール
第18回ひこね市民手づくり第九演奏会　

【9月20日㈰発売】
一般前売　1,500 円　一般当日　2,000 円　　※未就学児入場不可

いち　ご いち　え
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口
の
中
（
口
腔
）
の
健
康
が
全
身
の

健
康
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
質
の
高
い
生
活
を
営
む
上

で
口
腔
の
健
康
保
持
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る

中
で
口
腔
ケ
ア
は
重
要
性
を
増
し
て
お

り
、
国
や
県
で
は
法
律
や
条
例
を
整
備

し
、
口
腔
保
健
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
本
院
で
も
、「
食
べ
ら

れ
な
い
こ
と
」「
飲
み
込
め
な
い
こ
と
」

に
対
す
る
診
療
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
で

入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
口
腔
診

療
・
口
腔
ケ
ア
に
力
を
入
れ
、
疾
患
の

改
善
や
生
活
の
質
向
上
に
つ
な
げ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
院
は
地
域
の
中
核
病
院
と
い
う
性

格
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
入
院
患
者
さ
ん

へ
の
対
応
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
外

来
診
療
は
救
急
患
者
さ
ん
や
地
域
の
歯

科
診
療
所
や
病
院
な
ど
か
ら
紹
介
状
を

持
っ
て
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
を
中
心

に
専
門
的
な
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

む
し
歯
、
歯
周
病
、
入
れ
歯
、
差
し
歯

や
歯
痛
、
保
険
適
用
の
な
い
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
、ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
な
ど
は
「
か
か

り
つ
け
歯
科
医
」
で
診
療
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
本
院
入
院
中
に
歯
科

口
腔
治
療
を
受
け
ら
れ
た
患
者
さ
ん
に

は
退
院
時
に
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
必
ず
継
続
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

「
健
康
は
ま
ず
健
口
か
ら
」。
一
生
涯

お
い
し
く
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
よ
う
、

歯
科
口
腔
疾
患
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
」
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

健康はまず健口から　

一生涯おいしく楽しく食事を取るために
「かかりつけ歯科医」を持ってください

彦根市立病院
歯科口腔外科部長
兼医療社会部地域医療連携室主幹 
山田　剛

たけ

也
や

市
立
病
院
で
は
、地
域
の
医
療
機
関
（
診

療
所
）
と
連
携
し
て
、重
い
病
気
や
専
門
的

な
検
査
や
治
療
が
必
要
な
場
合
の
診
療
は

当
院
で
行
い
、
風
邪
な
ど
一
時
的
で
軽
い

病
気
や
、
症
状
が
安
定
し
た
慢
性
の
病
気

（
高
血
圧
・
腰
痛
な
ど
）
の
診
療
は
「
か
か
り

つ
け
医
」
で
行
う
よ
う
に
診
療
体
制
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

当
院
を
初
め
て
受
診
す
る
場
合
や
、
新

た
な
症
状
で
受
診
す
る
場
合
は
、
ま
ず
は

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
、「
紹
介
状
」

を
持
っ
て
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

▼
当
院
に
診
察
予
約
が
で
き
、
待
ち
時
間

が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

▼
診
療
所
で
の
診
療
の
経
過
が
わ
か
り
、

診
断
や
治
療
を
速
や
か
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
診
療
所
で
行
わ
れ
た
検
査
や
薬
の
処
方

の
重
複
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
患
者

さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
健
康
保
険
に
よ
る
一
部
負
担
金
の
ほ
か
、

初
診
時
に
か
か
る
「
選
定
療
養
費
」（
２
，

１
６
０
円
）
の
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
当
院
で
の
専
門
的
な
検
査
や
治
療
を
終

え
た
あ
と
は
、
当
院
で
の
経
過
を
「
か

か
り
つ
け
医
」に
報
告
し
ま
す
の
で（
逆

紹
介
）、
そ
の
後
適
切
な
治
療
を
継
続
し

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
地
域
医
療
連

携
室
☎
22-
６
０
５
０
番
（
内
線
１
２

５
６
番
）

以下の診療科を受診される
ときは、必ず紹介状を持参
ください。

●整形外科
●神経内科
●心療内科

眼科・歯科口腔外科の診療は、予
約、紹介状をお持ちの患者さんを優
先して診療をしています。詳しくは、
眼科・歯科口腔外科外来受付におた
ずねください。

ご理解とご協力をよろしくお願
いします。
問い合わせ先　市立病院（各外来受

付）☎ 22-6050

市
立
病
院
の
受
診
は

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
を
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住
宅
用
火
災
警
報
器(

以
下
、住
警
器)

の

取
り
付
け
が
義
務
に
な
り
９
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
電
池
切
れ
や
機
器
の

交
換
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

今
回
と
10
月
の
消
防
だ
よ
り
で
は
住
警

器
の
特
集
を
次
号
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
10
年
を
目
安
に
、
住
警
器
本
体
の
交
換

を
行
い
ま
し
ょ
う

住
警
器
は
古
く
な
る
と
セ
ン
サ
ー
や
回

路
な
ど
の
電
子
部
品
の
劣
化
が
原
因
で
、

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。た

と
え
電
池
が
切
れ
て
い
な
く
て
も
、

故
障
し
て
い
る
住
警
器
を
使
用
し
続
け
る

と
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
正
常
に
作

動
せ
ず
、
火
災
の
発
見
が
遅
れ
て
大
切
な

家
族
の
命
や
財
産
を
失
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

10
年
を
目
安
に
住
警
器
の
本
体
を
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
平
成
18
年
６
月
以
降
に
新
築
さ

れ
た
住
宅
は
、
入
居
時
す
で
に
住
警
器
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
内
の
ど
こ
に

設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
機
会
に
設

置
位
置
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
換
時
期
の
目
安
を
知
る
方
法
と
し
て
、

住
警
器
に
記
載
さ
れ
て
い
る
設
置
年
月
を

確
認
す
る
方
法
、
本
体
に
記
載
さ
れ
て
い

る
機
器
の
製
造
年
月
日
を
確
認
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

■
住
警
器
が
鳴
っ
た
と
き
の
対
応

▼
火
災
の
と
き

　

大
声
で
周
り
の
人
に
知
ら
せ
、
１
１
９

番
通
報
や
、
可
能
で
あ
れ
ば
初
期
消
火

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
炎
が

天
井
ま
で
届
い
て
い
る
場
合
や
、
消
火

が
難
し
い
と
判
断
し
た
場
合
は
無
理
に

消
火
せ
ず
、
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
①

10
年
た
っ
た
ら
取
り
替
え
ま
し
ょ
う

【後期】危険物取扱者試験（乙種第 4類）
予備講習会
日時　9 月 13 日㈰　9：00 ～ 17：00
場所　 消防本部 ( 西今町 )　定員　72 人 ( 先着順 )　
受講料　5,000円(彦根防火保安協会会員事業所は3,000円)

テキスト代別
受付期間　8 月 24 日 ㈪ ～ 9 月 11 日 ㈮ 8:30 ～

17:15( 土 ･ 日曜日を除く )

受付場所　 消防本部消防総務課
問い合わせ先　彦根防火保安協会事務局 ( 消防本部消

防総務課内 ) ☎ 22-0314、FAX22-9427

甲種防火管理再講習
日時　10 月 15 日㈭ 9:30 ～ 12:00
場所　 消防本部 ( 西今町 ) 　定員　40 人 ( 先着順 )

受講料　2,600 円（テキスト代含む）

受付期間　9 月 7 日㈪～同 18 日㈮ 8:30 ～ 17:15( 土
･ 日曜日を除く )

受付・問い合わせ先　 消防本部予防課☎ 22-0332、　 
FAX22-9427

※電話・インターネットからの申し込みはできません。

▼
火
災
で
な
い
と
き

　

台
所
の
煙
や
湯
気
・
た
ば
こ
の
煙
を
感

知
し
て
住
警
器
が
鳴
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
警
報
音
停
止
ボ
タ

ン
を
押
す
、
ひ
も
が
付
い
て
い
る
タ
イ

プ
の
も
の
は
ひ
も
を
引
く
こ
と
で
警
報

音
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
煙
や

湯
気
が
警
報
音
の
原
因
で
あ
れ
ば
、
室

内
の
換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
警
器
の
感
知
部
分
に
ほ
こ
り

や
ク
モ
の
巣
、
虫
な
ど
が
付
く
こ
と
で
住

警
器
が
鳴
る
場
合
は
お
手
入
れ
が
必
要
で

す
。
次
回
の
10
月
１
日
号
で
は
、
住
警
器

の
手
入
れ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲裏面の製造年を確認する ▲設置年月を書いておく

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

☆管理栄養士による食生活改善アドバイス☆

健診結果を確認されましたか？ 血圧、血糖値、
中性脂肪などが高かった人は、ぜひこの機会に一
緒に食生活を見直してみませんか。
日時　10月5日㈪、同 23 日㈮ 9：00 ～、
        10：30 ～〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養

相談を受け付けています。

栄 養 相 談

9 月は「健康増進普及月間」と
「食生活改善普及運動月間」です

１に運動　２に食事　しっかり禁煙　
最後にクスリ〜健康寿命の延伸〜　

生活習慣病は、日常生活のあり方と深く関連し
ています。健康の保持・増進のために、運動の習
慣や食生活の改善が重要です。

彦根市では、「ひこね元気計画 21（第 2 次）〜
健康増進計画・食育推進計画〜」で、毎月 21 日
を「健康づくりの日」、19 日を「食育の日」とし、
さまざまな取り組みを行っています。
「自分の健康は自分で守る」ことを意識し、でき

ることから取り組みましょう。

９月 6 日㈰〜同 12 日㈯  

 救急医療週間
軽い症状にもかかわらず、夜間や休日などに救急医

療機関を安易に受診することは、重症患者の治療に支
障をきたすおそれがあります。

救急医療を本当に必要としている人のために救急
病院と診療所の役割を理解し、医療機関への適切な受
診をお願いします。

日曜日、祝日の急病のとき、まずは彦根休日急病
診療所へ

彦根休日急病診療所
診療時間　10：00〜19：00（受付は 18：３０まで）

場所　市立病院敷地内（八坂町）くすのきセンター１階
診療科　内科・小児科

☎２２- １１１９

小児救急電話相談
（１５歳以下の
　　子どもの急病に関する相談）
短縮ダイヤル☎♯ 8000
☎ 077-524-7856
相談日時　平日・土曜日１８：００

〜翌朝８：００（日曜日・祝日は
９：００〜翌朝８：００）

市内の自殺者数は、平成 26 年が 19 人、今年上半
期で 11 人となっています。今年亡くなられた年齢の
内訳は、20 代が 1 人、30 代から 50 代が 6 人、60
歳以上が 4 人です。ひとつひとつの大切な命です。

毎年 9 月 10 日から 1 週間を、自殺予防週間と設定
して、自殺についての誤解や偏見をなくし、正しい知
識の普及啓発に努めています。

自殺は個人の自由な意思や選択の結果と思われがち
ですが、実際は健康問題、経済問題、家庭問題などさ
まざまな要因や死生観などが複雑に関係して、心理的

に追い込まれた末の死といえます。
もし、あなた自身が悩んでいるのであれば、一人で

悩まず誰かに相談してみましょう。あなたの相談に乗
りたいと思っている人がきっと周りにいます。

自殺予防週間中、市立図書館では自殺やうつ病など
に関する図書を集めた特設コーナーを設置しています。
どうぞお立ち寄りください。

相談は、「地域生活支援センターまな」（☎ 21-2192
相談時間　平日 10：00 〜 17：00〈土曜日 10：00 〜 13：

00　日曜日休み〉）をご利用ください。

話してください　あなたの悩み

9 月 10 日～同 16 日は「自殺予防週間」です
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

國
枝
奈な

乃の

葉は

ち
ゃ
ん

（
河
原
三
丁
目
）

西
村
碧あ

美み

ち
ゃ
ん

（
極
楽
寺
町
）

寺
田
圭け

い

佑す
け

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

彦根市に「特別警報」
または「暴風警報」
が発令された場合（午
前の実施は 7：00、午後
の実施は 10：30 時点）

は、健診や相談などが
中止になります。

■乳がん検診【要予約】
対象　40 歳以上の人（平成28年3月31日現在）

受付期限　平成28年2月26日㈮
受診方法　
①がん検診予約専用電話 24-3719 へ電話　
②受診券はがきが手元に届いたら、医療機関へ

電話予約
③受診券はがき、検診料 500 円を持って受診
■子宮頸がん検診【一部要予約】
対象　20 歳以上の人（平成28年3月31日現在）

受付期限　平成28年3月31日㈭
受診方法　直接医療機関で受診してください。

乳がん・子宮頸がん検診は 2 年に 1 回の検診
です。
　ただし、がん検診無料クーポン券対象者は受
診できます。

乳がん・子宮頸がん（医療機関検診）

詳しいことは、「平
成27年度彦根市健康
診査・がん検診のお知
らせ」でご確認くださ
い。

血圧が高い、脂質や血糖の値が高いことは、血管の
壁を傷め、動脈硬化を進行させます。年に１回、健康
診査を受けて体の状態を知りましょう。
対象　彦根市に住民登録があり次の要件に該当する人

（年齢は、平成 28 年３月 31 日が基準）　
▶健康診査（内容は、問診、身体測定、腹囲測定、血圧測定、

尿検査、血液検査、内科診察）

①昭和 51 年 4 月 1 日〜平成 9 年 4 月 1 日生まれの
人

②昭和 15 年 4 月 2 日〜昭和 51 年 3 月 31 日生ま
れの生活保護受給者（彦根市に住民登録が無く、在住して
いる人を含む）

▶結核健康診断
　昭和 26 年 3 月 31 日以前生まれの人
▶肺がん検診
　昭和 26 年 4 月 1 日〜昭和 51 年 3 月 31 日生まれ

の人
▶肝炎ウイルス検診

① 40、45、50、55、60 歳の人で、過去に市の
肝炎ウイルス検診を受けていない人（対象者には、５
月下旬に案内を送付しています）

②①の年齢を除く 41 歳以上の人で、過去に市の肝
炎ウイルス検診を受けていない人（検診の１週間前
までに健康推進課へ電話か FAX で申し込んでください）

市 民 健 康 診 査

※9月26日㈯、10月9日㈮は女性のみの健診

日時
実施日
9月14日㈪

18日㈮
26日㈯
29日㈫

10月  6日㈫
8日㈭
9日㈮

場　 　所

中 地 区 公 民 館

西 地 区 公 民 館
くす の きセンタ ー
高宮地域文化センター
中 地 区 公 民 館
男女共同参画センター（ウィズ）
男女共同参画センター（ウィズ）

受付時間
9：30～11：00
13：00～14：30
9：30～11：00
9：00～11：00

9：30～11：00

9：00～11：00

詳しくは、広報ひこね5月15日号と同時に配布した
「平成27年度彦根市健康診査・がん検診のお知らせ」
をご覧ください。

◀広報ひこね 5月 15日号
と同時に配布しています。
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問い合わせ先  臨時給付金支給室（8：30〜17：15〈木曜日は19：00まで　土曜日は9：00〜12：00〉）☎0120-
1528-90、FAX22-1398

臨時福祉給付金の申請が始まります
9月 14日㈪〜 12月 28日㈪
対象の人には「お知らせ」と「申請書」を送付します。
申請に必要な書類は、下表のとおりです。

子育て世帯臨時特例給付金
の申請期間延長

12 月 1 日㈫まで
対象の人には、すでに申請用紙を郵送し

ています。必要事項を書いて提出してくだ
さい。（児童手当の現況届と同じ用紙です。現
況届の提出は 保険年金課まで）

公務員の同給付金の申請は、勤務先から
の証明の入った申請書を 臨時給付金
支給室（市役所３階）に提出してください。

必
　
　
要
　
　
書
　
　
類

※1　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（写
真付）、健康保険証（有効期限内のもの）などの
写し（支給対象者全員分）

※2　金融機関名、店名、口座番号、口座名義人（カナ）
がわかる通帳やキャッシュカードの写し

※3　申請時に在留期間が満了していないか確認して
ください。

▶本人確認書類※1
▶口座確認書類※2
●支給対象者が外国人住民の人は
　在留カード、特別永住者証明書などの写し※3

※窓口で申請する場合は、本人確認ができる書類を持参して
ください。

オンライン調査
が始まります
インターネット回答期間
9 月 10 日㈭〜同 20 日㈰

調査員が、9 月 10 日㈭からインター
ネット回答に必要な書類を配布します。
パソコン・スマートフォンから回答でき
ます。
問い合わせ先  企画課☎30-6143または☎30-6101、FAX22-1398
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毎
年
８
月
、
彦
根
市
で
は
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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練
の
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、
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域
住
民

の
主
体
的
な
避
難
所
開
設
と
運

営
の
た
め
、
実
際
の
避
難
所
と

な
る
市
立
小
学
校
で
避
難
所
開

設
運
営
訓
練
も
行
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て
い
ま
す
。

　

被
災
後
、
混
乱
し
た
避
難
所

を
い
か
に
し
て
効
率
よ
く
運
営

す
る
か
体
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る
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、
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と
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う
時
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。
参
加
し
た
市
民
の
皆
さ

ん
は
、
真
剣
な
面
持
ち
で
訓
練

に
臨
ま
れ
て
い
ま
す
。

人口と世帯数
　　　　　　平成27年8 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,657 人  （+  60）
　55,562 人（+  12）

57,095 人（+   48）
45,750 世帯 （+  92）

カクニンジャ


